
川沿いの低地   赤石五郎 
 
私は、八王子の元横山町の生まれだ。小学校は第一小学校だったから、いかに
も八王子の中心地のようだが、さにあらず。元横山町は浅川沿いの長細い地域
で、横山町、八日町、本町などの中心区域からみると、どう考えても川沿いの
低地だった。 
 
浅川を挟んで対岸の大和田町にはもっと低い土地もあった。犬の散歩で、暁橋
と大和田橋の間の堤防をよく歩いたものだが、今の第十小学校はかなり後にで
きた小学校で、付近の堤防が切れていた。甲州の釜無川に築かれた信玄堤と同
じだなと気が付いた。大水〔洪水）が出たとき、いったんは川沿いの低地にみ
ずを逃して堤防の決壊を防ぎ止める。水が引くまでは、その低地は水浸しだか
ら、当然住宅地には向かない。信玄はうまいことを考えたものだ。第十小学校
ができた頃には、この堤防の切れた箇所は直され、堤防がつながったのだと思
う。当然のことながら、学校付近の低地にも家が建てられた。住宅地になる前
から、大きな工場がいくつかできてはいたが。岳南製紙、村内醤油工場などが
そうだ。 
 
最近地球温暖化の影響とかで、「50年
来の大雨が降る」地域が話題に挙がる
が、そのたびに川の堤防が決壊し、周
辺の住宅地が水浸しになっている様
子がニュースとなるのをテレビ画面
でお目にかかる。痛ましいことだ。子
どもの頃、大雨が降ると、すぐに浅川
の水を見に行ったものだ。濁った水が川幅一杯に流れるの
を見ていたが、堤防を川の水が越えたら、うちは水浸しに
なってしまうからと心配だった。近所のおじさん連中も必ず見に来ていたな。 
 
「線状降雨帯」という新しい用語が気象予報官から聞かれるようになった。１
時間に 50 ミリ以上の雨量があると危険だということも、新しい知識となった。
最近では、１時間に 90 ミリ、100 ミリの雨量も観測された例もある。こうな
るとますます川沿いの低地は危険地帯ですな。 
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結婚してから住むようになった元本郷町のすまいは、道路より低い土地に建っ
ていた。そのうえ、周囲の土地が我が家よりも少し高いので、窪地の真ん中に
我が家が建っていたことになる。水はけも悪く、下水道もない頃だったので、「吸
い込み」に生活排水は流していた。大雨が降ると大変だった。「吸い込み」で処
理しきれない水で家の周りは水浸しになり、池の中の一軒家だった。秀吉の高
松城水攻めに会ったような感じがした。もう低い土地はこりごりだった。だか
ら住み替えには、新しく丘陵地帯を切り開いた住宅地を見つけた。現在の狭間
町の紅葉台がそれで、もうこれならいくら大雨が降っても、雨水は下へ流れて
いってしまうから、周りを水で取り囲まれる心配はない。 
 
住まいを洪水で流されたり、水
浸しになった家を修繕するよ
うなことになってはと子ども
の頃から心配だったが、川沿い
の土地が安いからと、リスクを
知らないで住み替えてしまっ
た人はお気の毒だ。住む土地を
決めるには、一番条件の悪い、
例えば大雨の日などに見に行くのが良い。安
い土地には何か都合の悪い条件がある。4 メ
ートル道路に面していない、交通の便が悪い、下水道が通っていない、都市ガ
スが来ていない、川沿いの低地、活断層が走っている、付近の工場の騒音がひ
どい、排気ガスがひどい、がけ崩れの危険がある山の斜面に近い、等様々なこ
とがあるから。 
  
近頃は学校の児童の声がうるさくてたまらんとか、保育園が近くにできるとう
るさいからという理由で住民の反対運動が起こるそうだが、これは違うだろう。
小さい子ども達を近くに見たり、声がきこえることで、自分たちも活性化し、
生きていくエネルギーをいただいているとおもえないものか。 
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